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　目的　常;?地におrr る衣月戻の快直伶･こ関係する基礎r - タ老得るために，表地と芯地*･

!;なる童ね布や持着布につin ，引続≪.>t;遺湿抵抗値r'＼ 糠討L t=。Mecheei％は多数の

実験効果から, 痔着によ■, -r£が減少することき示I- 1いる. R (S内部抵抗値/2,と外部担

價値心からなるが，Mcc/ieels らはRi, R2とのm連について特に言及していない。
　方法　鶴耕■■表地には種々の艦物-g．芯地には不丿感布官甚布とする袴着芯地t用いた。

Ｒの38!/定：遺－力"。プで蒸発法によった。尺吉布の重為政数に対む1プa 'yトL, ffられ

た直線の勾配からR, 1，t刀片力ヽらRユを求めた。

　銘果　まず表地につい^，織物磁を辱素ヒR･ ，心の関係t回帰分新(. だ，その効果R,と

の関係は将･こ認めらホ｡なヵヽつた。りこつい・は殲宏度。含気寄，βE總幸博の剛に肩意挫が

認められた。＆は. 冲の表面杖祢にのみ周係するt.いわれ% が，H.中に占める尺zの會蛤It

90 刄以上であリ. 実質匈には種々の構凌辱糞の影響直受,t5．童^布の突廓と｡だR･の。表

地と芯地の個々の尺,t加% したものに対するtbは, 毛羽の多'I 表地t 用いろほど大きい祐頁

向がg ら*.た.こ/K.は2 つの布の瀾にある空%層が影響L 1 いるためと考えらボ% . 猪^
t行うことによ-, て俐外5く尺が減少L た。椿羞,こ押うR,の兪化a, 構査が宏になること

によるJEの豪化と2 つの布蘭のき気/f が滅少するこいこよる涜の愛化とからなり，Mﾉり

の性管によっin.雑な争－t 示･す。L ヵヽしRaはすぺべ減少した。
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B 20 衣服・快適性に直接関与する郊の執・水分同時移動の基礎特性
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　目的　衣服の快適性1よ人間一衣服一環境の系て･ヽ考九られる。この系にfeいて水,ﾀ)蕩,発漕熱

は熱ご|く分耕動I ^ 奎要な般割をi, し, 私服の快血性には布の熱乙小分の同時倆動現象^し

t の｀わゐ。ニ｡の同時埓動特性が環護粂件浦紀状昿および発行状態/こと･のように依存して

いる*ヽを系統的に調A',仕竟,(T)環後粂件しﾌ)布を通しX の寒熱量予劃を司能r^しようと通る。

　方法林m性測定装&,としてTkermolabol九用い，二の装置に環逢和牛調整ボックスロ又

り付け琵人棒を知立i-j'熱振(30l)i)ヽら登中Aの熱損矢亀刺定耳る. 環唾粂件,よ，藻舟(o

~斑)，相対湿攬(30-100%),風速(2~ACi(唯)。範Ill で但竟｡ニ調整で■?,様々な環境和牛ｔ設芝

賃る。ま牡人体の皮層の発汗状他乞1)熱板l-I式料１直梅置くDryyi, 幻熱板上よ発ｼ干を模蕨

し犯含水ろ紙を置さ. その上ド直玲試料を豊＜Wet法, 3)含水う紙乙試料咄に聞晦を級けｚ

不感蒸泄。~Jlt鶴恚想定したWet Space塙. I"行1。含水率約160%のう紙･襖

状能を保ち，発汗ｕ↑乙皮旛を画しｌの熱放散に迎似しTこ状糖が栴られる。試料り変量・(a

ば等しい羊毛, ダにステ,し綿の市布と,同一素れて･ヽ金量・異すぶる布口川i^･T"ろ。

　銘菓熱龍散^褐護温跨づi-χ，風速の各々どの脚糸が綱らヵヽにぢり, 水分移動/こら

1 しTニらされろ熱錫動り｡，水瓜気圧かニ関係している二｡乙が闘碓に捉えられし匯y法てヽ＼3-

業柚聞に急Iエみられないが，Wet広で･＼^寮がみられ. 着衣｡･発汗が紅ドよ。て異なる挙動～

示5 二乙も纏1}^釣られr--. まr--放郡量乙素粒剔の布参量，風良との関係について実験式ｔ

導い↑'-. 寸ら＼ニ叫法t 映以。剥定I =よ｡'j，水ﾉか埓動量の継定も可能でヽヽあろことを実証した。
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